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『 ぱんだより 』
※パンダからのお便りという意味で「ぱんだより」と名付けました。

スパークスのアジア地域における情報発信レポート

第81号（2011年7月22日）多文化融合の地―上海

旧租界の地

上海は中国近代史において、重要なポジションを占めてきました。アヘン戦争の南京条約によ
り条約港として開港した上海には、イギリス、フランス、後に日本、アメリカの租界が形成されま
した。

租界として発展した上海は２０世紀初めから金融、ビジネスの中心として繁栄しました。今でも
その面影が至るところに残っています。

東京の表参道のように、上海のファッションをリードする淮海路は旧フランスの租界で、日本の
伊勢丹も出店しています。共同租界の南京路は上海最大の繁華街で、１２００メートルに及ぶ歩
行者天国の両側には様々な大型デパートが建設されています。黄浦江西岸にあるバンドはか
つて行政と経済の中心として租界時代は栄え、ネオ・ルネッサンス様式、ネオ・バロック様式な
ど凛々しい建物が建ち並んでいます。今では浦東側の東方明珠電視塔も加えて、上海を代表
する観光名所となっています。

一方、租界以外の地域では、中国古くからの木造を中心とした建築物が残っており、豫園に代
表される門前町のように民間工芸品を中心とした商業施設が建ち並びます。

バンドに建ち並ぶ歴史的建築物 豫園

出所：スパークス・アセット・マネジメント撮影
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（編集後記）上海には高さ６０ｍ以上の高層ビルは約８０００棟以上もあります。同様のビルが日本全国で
は約２０００棟ですので、上海は日本の約４倍に匹敵する規模となっています。

（GDP48）

現代都市としての上海

近年、上海は９０年前後に一時、地盤沈下したと言われたこともありました。しかし、９２年に開始さ
れた浦東新区の開発を起爆剤として、再び世界有数の商業、金融、工業、交通都市になりました。
その過程において、外国資本は大きな役割を果たしました。金融を初め、デパート、スーパーマー

ケットなど日常生活の様々な側面で世界中に親しまれた海外企業が上海の町並みを構成していま
す。中でも特に日本企業の進出が近年増加しています。セブンイレブンやファミリマートなどのコンビ
ニエンスストアは至るところに建ち並び、上海人の生活においても重要な要素となりつつあります。
上海に滞在している外国人は約１５万人いますが、日本人は約４万８千人と約３割を占めています。

隣接する江蘇などを合わせると、１０万人以上の規模で、海外一の規模の日本人コミュニティーも形
成されています。

旧租界時代の建築物の中にできたセブンイレブン

出所：スパークス・アセット・マネジメント撮影


